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(1) 

富
山
県
食
糧
事
務
所

朝

日

出

張

所

一
般
に
は
、
米
撤
検
査
所
と
い
う
名
称
で
呼
ば
れ

て
き
て
い
る
が
、
正
し
く
云
え
ば
、
富
山
県
食
糧
事

務
所
、
魚
津
支
所
の
明

H
出
頓
所
で
あ
る
。

県
に
米
穀
検
査
所
な
る
も
の
が
で
き
た
の
は
、
明

治
三
十
七
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
い
く
た

び
も
名
称
が
変
更
さ
れ
て
い
る
。

(4) -

大
医
七
年
に
殺
物
検
資
所
、
附
和
六
年
に
ワ
ラ
工

品
検
夜
所
、
昭
和
七
年
に
雌
雄
物
検
査
所
、
昭
和
十

七
年
に
食
糧
管
押
一
法
が
で
き
た
の
で
、
食
糧
検
査
所

と
な
り
、
開
如
二
十
二
年
に
現
慌
の
名
綜
と
な
っ
て

そ
の
後
続
い
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

泊
に
米
貨
検
査
所
が
で
き
た
の
は
、
明
治
三
十
七

年
か
、
あ
る
い
は
聞
も
な
い
頃
と
思
わ
れ
る
。
そ
の

建
物
は
泊
嘗
察
署
前
の
小
杉
歯
斜
医
院
あ
た
り
で
、

大
き
く
は
な
か
っ
た
が
、
二
階
建
て
の
、
屋
根
の
反

，
に
、山町
l
川
と
し
て
は
し
ゃ
れ
た
他
物
で
あ
っ
た
ω

小
陀
附
a
h

出
つ
で
あ
す
た
け
什
桜
の
打
川
いには川け
山総
も

あ
る
で
し
ょ
う
。

そ
m
F
一
後
、
農
業
合
聞
が
伯
駅
附
近
に
建
て
ら
れ
、

濃
路
い
し
な
に
か
と
不
便
な
の
で
、
川
の
米
崎
制
調
nw
人

に
ち
か
川
町
L
℃
、
制批
ιい柄引
場
所
に
険
低
刈
が
で
き

二
ρ
以
、
川
川和
・比一小
の
こ
と
で
あ
る
3

ゆ
壮
初
ユ
J

・
問
に
冗
間
の
二
断
は
て
で
、
下
鮮
は

一

仁
、
十
八却
、
．
．
 
断
は

一
六
即
で
、
他
に
台
所
と
便
所

hr
川
弘
ハ

と
、
什
転
一
単
置
き
場
が
あ
る
。
四
十
年
も

1
1

－
て
、
建
物
も
か
な
り
い
た
ん
で
い
る
の
で
、
改

築
の
必
安
が
あ
る
と
の
ζ

と
で
あ
る
。

叫
日
出
張
所
は
農
椋
省
の
管
下
で
、
じ
名
の
職
員

が
、明
白
地
区
内
米
の
検
資
、
指
却
に
当
っ
て
い
る
a

ー

l
所
得
税
第
一
期
分
の
納
期
は

七

月

一

日

か

ら

三

十

一

日

ま

で

｜

｜

心
所
何
説
沼

一
期
分
の
納
期
と
な
り
ま
し
た
。

（

1
・門
さ
ん
の
r

」
協
力
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
刈
々
は

納
刷
内
に
完
納
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

な
か
に
は
期
限
に
遅
れ
た
た
め
、
延
滞
税
な
ど
、

余
分
な
魚
拓
が
か
か
る
方
が
あ
り
ま
す
・d

af
J
U
帆
脱
帽
依
ぱ
す
で
に
皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ
し
て
あ
り

ま
す
か
‘
り
、
い
ま
の
う
ち
に
、
ぜ
ひ
納
税
の
準
備

を
し
て
い
た
だ
い
て
、
最
終
納
期
限
（
七
月
三
十

｝
円
）
と
い
わ
ず
、
皐
固
に
完
納
す
る
よ
う
に
い

た
し
ま
し
ょ
う
。

（
魚
津
税
務
所
V

清
掃
失
の
募
集
に
つ
い
て

朝
日
町
役
場
で
は
清
掃
夫
を
補
充
す
る
た
め
、
左

の
と
お
り
募
集
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

コu
司
話
回

て

年
令
三
十
五
才
1
五
十
才
迄
の
身
体
の
強
健

な
人
自
給

男

六

O
O円
J
七
O
O
円

女
五
ハ

δ
円
J
六
ハ
む
円

細
部
に
つ
い
て
は
役
場
民
生
課
へ
間
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

F

民
生
課
〉

二
、
待
遇

暴

力

追

放

都

市

宣
言
の
決
議
さ
る

お

四

川

朝

日

町

議

会

定

例

会

六

、

二
三

付
議
事
件

選
挙
第

一
号
下
山
用
水
組
合
議
会
議
日
補
欠
選
抜γ

（
．
包
）

当
選

清
氷
伊
佐
松

六
十
八
十

命
山
五
三
じ

陳
情
二
件

仁
大
家
圧
保
育
所
遊
戯
室
増
設
に
つ
い
て

O

継
続
審
査

ユ
泊
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ト
整
備
に
つ
い
て

h
1

0

採
択

一

一

訣
議

一－mν
一

暴

力
追
放
都
市
宣
曾
の
決
随

一

一

〔決
議
文
〕

一
よ
一

語
、
暴
力
追
放
の
運
動
は
、
全
国
的

一

一

に
大
き
く
推
進
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

一
だ
一

る。

一

一

わ
が
朝
日
町
民
は
、
ひ
と
し
く
正
義
と

一
会
一

秩
序
を
基
盤
と
す
る
、
明
る
く
安
ら
か
な

一

一

住
民
生
活
の
た
め
に
、
そ
・
り
対
策
を
期
待

一
議
一

し
て
い
る
も
の
と
確
信
す
る
。

戸

－

こ
の
た
め
に
は
、
関
係
機
関
と
密
接
な

連
絡
の
も
と
に
、
町
民
の
総
力
を
結
集
し

て
、
あ
ら
ゆ
る
措
置
を
構
じ
、
暴
力
の
追
放
を
期
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
．
こ
こ
に
朝
日
町
は

一，暴
力
追
放
都
市
」
と
す
る
こ
と
を
宣
言
す
べ
き
で

あ
る
こ
と
を
決
議
す
る
。

右
決
議
に
よ
り
、
町
当
局
は
次
の
と
お
り
の
宣
言

を
行
な
う
。暴力
追
放
都
市
宣
言
ハ
町
長
朗
読
〉

朝
日
町
民
の
正
義
と
枝
序
を
基
盤
と
す
る
、
明
る

い
安
ら
か
な
住
民
生
活
を
守
る
た
め
に
は
、
あ
ら
ゆ

る
暴
力
の
追
放
は
急
務
で
あ
る
。

ζ

の
際
、
朝
日
町
は
、
関
係
当
局
と
密
接
怠
る
連

絡
の
も
と
、
そ
の
対
策
を
確
立
し
、
世
論
を
喚
起
し

町
民
の
総
力
を
挙
げ
て
、
そ
の
根
絶
を
期
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

よ
っ
て
、
こ
こ
に
朝
日
町
は

「
暴
カ
追
放
都
市
」

と
す
る
乙
と
を
宣
言
し
ま
す
。

。，ι
守，・
h
w
u
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朝日町からあらゆる暴力をなくしよう
朝
日
町
暴
力
追
放
対
策
委
員
会
発
足

町
の

「
暴
力
追
放
都
市

」
に
呼
応
し
て
、
刷
臼
町

総
力
出
放
対
前
委
品
会
が

発
足
し
ま
し
た
。
町
ぐ
る

み
で
町
か
ら
操
力
を
迫
成

し
て
、
明
る
い
朗
ら
か
な

住
民
生
前
を
災
現
す
る
た

め
じ
、
今
後
の
活
仰
を
期

待
し
ま
し
ょ
う
。

マ
主
な
る
事
業

①
組
織
暴
力
団
お
よ
び
悶

時
成
員
の
追
放

①
似
法
知
能
暴
力
団
お
よ

び
同
構
成
員
の
追
抜

①
祭
抗
等
各
種
行
事
に
伴

な
う
暴
力
行
為
の
排
除

①
川
売
り
そ
の
他
述
岬
怒
り

A
の
は
刊
除

F『

位

凸
】

マ
会
長
木
村
本
松
（
朝
日

町
長
）

マ
刷
会
長
上
沢
似
次
（
例

日
町
議
会
議
長
）
、
加
野

真
太
郎
（
入
器
響
楽
署
長

〉

マ
理
事
中
川
推

一

戸朝
日

町
助
役
）

、
勝
凹
樹
首
（

朝
日
町
教
向
島
氏
）

、
木
村

良
雌
（
入
許
器
禁
次
長
）

両
球
安
正
（
叫
日
町
向
山

凶
長
）
、

ーいい一
m繁
太
郎
（

仰
け
川
尚
．L
八
百
代
ぷ
〉
、

村
H
Hhw仏
（
川
…
以
地
M
m
h附

県
東
地
区
安
全
協
会
朝
日
代
表
）

、
十
マ
凹

芳
明

（
朝
日
町
連
合
青
年
団
長
）

マ
常
任
幹
部
大
平
勝
雄
（
刺
日
町
総
務
課

長
）
、
伊
勢
信
義

（
入
普
警
察
署
刑
事
課

長
）
、
堺
栄
木
郎
（
入
普
警
察
署
朝
日
笹

山民
官
派
出
所
主
幹
）
、
藤
田
慌
広
（
朝
日

町
総
務
課
長
代
理
）

こ
の
ほ
か
祭
叫
に
伴
な
う
組
織
暴
力
地

放
部
会
の
役
員
と
し
て
つ
ぎ
の
人
が
選
ば

れ
て
い
ま
す
。

泊
商
工
連
盟
代
表

北
陸
電
力
泊
営
業
所
長

高古
．弁市
繁

t義太
．良11郎

広

い

海

外

現
在
海
外
日
系
人
は

二
一

O
万
人
で

あ
る
が
、
富
山
県
人
は
勤
勉
で
、
本
町

出
身
の
成
幼
者
も
多
数
お
り
、
広
大
な

肥
沃
地
が
準
備
さ
れ
、
技
能
者
も
不
足

し
て
い
る
の
で
、
円
本
人
の
移
住
を
附

極
的
に
求
め
て
い
る。

マ
海
外
移
住
の
受
入
国
は

ブ
ラ

シ山川、

一f
w
七
ン
ふ
ン
、
ボ
リ

ビ
ャ
、
ハ
ラ
グ
ア
ィ
、
カ
ナ
ダ
等
で

す
。

マ
工
業
技
術
移
住
は

手
仕
上
工
、
治
具
工
、
金
型
仕
上
工

旋
盤
仁
、
鉄
工
、
木
工
、
電
気
工
、

似民
間
十
一九
γ
日
時
留
位
あ
り
ま
す
二

マ
カ
ナ
，グ
移
住

H

円
い
一
剛
技
刷
、
以
州
、
訂
必
刷
、
出
似

「、

γ
汁
山
川
｜
人
i
、
υ刊
日、

ui．

~ 

税

務

課

か

り

。
新
規
軽
自
動
車
の

登
録
に
つ
い
て

今
回
、
地
方
税
法
の

一
部
改
正
に
よ
っ

て
新
規
に
軽
自
動
車
（
原
動
機
付
自
転
車

小
型
特
殊
自
動
車
）
を
登
録
す
る
際
に
は

申
請
者
の
外
に
、
そ
の
者
の
住
所
を
証
明

す
べ
き
書
類

（
住
民
梨
の
抄
本
）
を
添
付

し
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
改
正
は
、
昭
和
田
十
年
四
月
か
ら

適
用
き
れ
ま
す
。

A
V
た
ば
こ
は
町
内
で

昭
和
三
十
九
年
度
に
ぽ
二

C
C
C万

円
余
り
の
た
ば
こ
消
費
税
に
よ
る
税
金
が

町
の
財
政
に
皆
川
与
し
て
い
ま
す
a

（
投
務
課
）

容
川
町
F
J

フ
ラ
シ
h
y
北
隙
付

一
μ
割
以
「
土
地
、
十
．

一町
歩
、
果
樹

，
野
菜
、
益
創
咋

移
住
者
に
は
、
県
か
－
h

り一

家
依
卜
．
力

川
楠
山
す
る
（
川
し
附
如
何
卜
一
年
・：・

円
打
引
け
で
、

両
外
移
陀
の
制
説
に
つ

い
て
は
、
公
け
パ
峨
裟
小
鉱
山
所
、
役
場
に

お
問
ト
人
口
わ
u市

7
1＼
ム
ん

J
a

－－
ぃ
．
、
産
業
課
」

青山
y
半
円
非
行
を
な
く
し
、
暴
力
犯

罪
を
屯
脱
す
る
、
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
が
七
月

四
日
か
ら

一
カ
月
間
に
わ

た
っ
て
県
下

一
せ
い
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら

れ
る
。
本
年
は
暴
力
の
排
除
と
更
生
保
護
の

強
化
の
二
大
目
椴
を
か
か
げ
、
と
く
に

「
愛
の
ひ
と
乙
え
巡
動
L

と

「
白
い
ポ

ス
ト
の
設
随
」
を
推
し
進
め
る
と
い
う

ζ

と
だ
。

近
年
社
会
開
墳
の
複
雑
化
と
と
も
に

青
少
年
の
非
行
が
目
立
っ
て
摺
加
し
、

し
か
も
そ
の
年
令
層
が
次
第
に
低
く
な

り
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
を

…
き
く
と
き
、
ま
こ
と
に
媛
、
心

陥
山

口
に
た
え
な
い
。

刊
日

日

ま

た

こ

れ
ら
の
原
因
に

つ

渇
回

目

い
て
は
、
か
ぎ

っ
子
の
問
題

t
…
母
子
家
庭
の
問
題
、
低
所
得

4

・J

…
者
層
の
問
題
、
そ
れ
に
親
の

－
」

…
期
待
過
剰
に
よ
る
進
学
の
問

’－

…
題
、
あ
る
い
は
変
質
者
の
放

同

パ
蹴
官
、
そ
れ
ら
を
脳
成
す
る

f
】

…
む
の
が
、
数
・
4
・く
社
会
に
伏

内
J

・

ιし
て
い
る
こ
と
に
思
い宇佐

げ
～
ー
…

い
た
す
と
き
、

向
ら
心
平
静

寵
剖

…
を
失
わ
ざ
る
を
得
な
い
も
の

で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
従
米
か
・
り
、

行
氏
あ
げ
て
こ
の
対
抗
を
考
え
、
そ
の

防
止
に
力
を
注
い
で
い
る
の
で
は
あ
る

が
、
こ
れ
－h
の
刈
液
に
何
か
し
ら
欠
け

て
い
る
ーも
の
が
活
じ
ら
れ
る
J

拘
心
両
面
と
い
・
フ
こ
と
ば
か
あ
る
カ

こ
れ
ら
の
対
慌
に
は
何
か
し
ら
形
式
的

な
、
物
の
刷
に
の
み
境
点
が
お
か
れ
、

般
極
的
な
、
削
る
い
耐
の
助
長
に
い
さ

さ
か
符
慌
の
川
向
が
な
か

っ
た
の
だ
ろ

弓
ノ
・
刀

ι
そ
の
点
、
こ
の
た
ひ
れ

一
愛
戸
ひ
と

戸
運
動
」
は
、
特
に
そ
の
耐
に
罰
点
いか

ん
ぬ
か
れ
て
い
る
と
き
く
t

”
が
の

U
I中ル
山内
心－
v
a川
川
，
日
に
刈

内

γ
ι
nx
u
n
H
U

し
、
世
の
大
人
た
ち
は
、
・愛
情
の
発
露

と
し
て
の
、
思
い
切

っ
た
－
引
気
が
必
要

で
は
な
か
ろ
う
か
。

背
少
年
の
補
導
は
教
育
犠
関
や
取
締

り
機
関
だ
け
の
導
苑
で
は
な
い
？
背
少

年
の
非
行
や
暴
力
犯
必
発
生
の
責
任
が
・－

一
門
家
庭
や
教
育
者
や
、

マ
ス
コ
ミ
の
寅

一

任
で
あ
る
と
き
め
つ
け
て
、
修
身
教
育

一

の
但
活
や
道
徳
教
育
の
強
化
と
結
び
つ
4

け
た
り
、
活
閥
時
代
の
軍
隊
生
活
の
謹

活
を
叫
ん
だ
り
す
る
に
五
つ
て
は
、
あ

ま
り
に
も
皮
柑
的
見
解
と
断
ぜ
ざ
る
を

得
な
い
。

要
は
、
こ
わ
た
び
の

一
愛
必
ひ
と
声

運
動
p

一
に
限
ら
ず
、
す
べ
て
国
民
的
運

動
に
対
す
る
町
民
の
恵
識
と
、
理
解
と
‘

熱
意
が
最
大
の
問
題
解
決
の
い
と
ぐ
ち

に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
－
フ
か
c

都
ニ
の
位
以
H

仙
や
児
童
生
比

ρ
夏
休
み

等
、
非
行
や
暴
力
犯
詳
の
発
生
し
易
い

時
期
を
自
前
に
し
て
、
急
に
対
策
一
を
協

議
す
る
よ
う
な
、
そ
の
場
主
義
の
問
題

協
議
会
や
対
策
協
議
会
で
あ

っ
た
り
す

る
こ
と
な
く
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
協
議

会
の
決
議
を
待
つ
ま
で
も
な
く
．
町
ぐ

る
み
の
、
し
か
も
日
か
発
生
的
な
、
減

η
卜
が
け
ハ
あ
る
迎
動
か
回
附
さ
れ
る

こ
と
を
心
か
ら
折
る
も
の
で
あ
る
4

（
制
集
吾
－Z
記）

A

’品
川い
て
い
る
子
ど
も
に
は
：
：

一
ご
苦
労
さ
ん

－
と
励
ま
し
ま
し
ょ

・っ
。

。
よ
い
行
な
い
金
し
て
い
る
子
，と
も
に

＋酔・
・・・
・．

一
あ
り
が
と
う

一
し
っ
か
り
守
っ
て
く
た
さ
い
お

一

と
ね
ぎ
ら
い
ま
し
ょ
う
』

a
－
あ
ぶ
な
い
所
で
遊
ん
で
レ
る
子
ど
も

－』
占AF
－－－・：

こ
こ
は
あ
ぶ
な
い
か
ら
あ
ち
ら
で

遊
び
な
さ
い
ね

一

と
注
意
し
ま
し
ょ
う
、

・
よ
く
な
い
・
一
と
を
し
て
い
る
子
ど
も

－』4
A
F

・
み
ん
な
が
迷
惑
す
る
か
ら
や
め
な

さ
い
ね

と

た
し
な
め
ま
し
ょ
う



人
パ
め
て
）
、
M
．一外
的
に
ど
の
よ
’つ
伝
活
動

t
g
椛
進
し
て
・
い
っ
た
ら
よ
レ
か
．
ま
た
刷

れ
ど
の
よ
う
に
活
動
し
て
い
る
か
に
つ
い

て
、
次
の
よ
，
つ
な
ぷ
し
合
い
を
い
た
し
ま

し
た
c

し、

ク
タ
J

に
力

じ
の
川
そ
う
な
河
川
任

み
つ
け
た
ら
、
J
1

・a
っ
そ
く
M
mH

い
必
性
行
け

A
般
で
、
徹
氏
的
に
ふ
さ
と
っ
て
く
だ
き

い
、

（
民
生
法
）

国民健康保険だまリ

老
人
ク
ラ
ブ
も
参
加
し
て
盛
大
に

臼
本
体
操
祭
第
四
同
制
日
町
六
会
は

六
月
十
一
日
（
本
）
午
前
九
時
三

O
分

か
ら
、
小
丸
山
グ
ラ
ン
ド
で
、
町
内
の

小
、
中
、
高
校
生
、
保
育
所
児
童
、
帰

一一

一一

人
会
、
朝
日
町
老
人
ク
ヲ
プ

一一
祭

一一

連
合
会
、
日
東
紡
絹
拍
車

一

一

な
ど
約
二
、

ηハ
行
）
人
が
参

＝
z穿

一一
加
し
て
崎
大
に
聞
か
れ
た
。

～
一
一
一

午
前
八
時
一二

O
分
、
伯
駅

一瓦
時

一一

一
削
か
ら
会
場
ま
で
、
泊
小
学

～
d

ー
一
校
舷
筒
隊
を
先
頭
に
常
々
と

町
内
の
パ
ν
l
ト
を
行
な
い
、
閥
会
式

の
あ
と
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
ラ
シ
寸

体
燥
を
皮
凶
り
に
演
技
に
う
つ

っ
た
の

保
育
所
氾
撞
の
か
わ
い
い
遊
ぎ
、
小

中
高
校
生
の
民
乎
体
操
、
体
育
ダ
ン
ス

婦
人
会
、
日
東
紡
縦
泊
工
場
の
ソ
オ
；

ヴ
ダ
ン
ス
な
ど
が
あ
っ
て
、
十
二
時
す

ぎ
盛
会
樫
に
終
了
し
た
。

今
回
は
特
に
、
老
人
7

ラ
ブ
か
ら
約

三

O
名
の
会
員
が、

パ
レ
ー
ド
や
ラ
ジ

オ
体
操

に
参
加

さ
れ
、

体
操
祭

の
意
義

を
一
層

高
め
た

大

会

で
あ
っ

間利 40イr7月10日
JJ ！刊 行正月10日発行）

j

一
直
品
峰
崎
ゆ
ゆ
一

今
年
度
屯
出
…H
Ham

今

一
一
度
わ
が
家
を
ふ
り
か
え
「
て
み
よ

う
乃

（
特
に
健
康
樹
に
つ
い
て
）

科
学
、

政
菜
、
続
済
等
を
・
中
心
と
す
る
れ

会
乍
活
の
大
き
な
変
税
に
と
も
作
怖
い
、
見

山、
の
生
活
形
態
も
度
化
し
、
特
に
鮒
人
わ

労
働

ρ
’つ
え
に
も
こ
れ
が
大
き
く
彬
僻
作

ぎ
た
し
て
ト
ま
す
J

つ
ま
り
山
双
山
町
に
ひ
き

こ
も
り
が
ち
で
あ

っ
た
川
畑
人
が
、
帳
場
を

外
に
求
め
る
者
が
多
く
な

η
、
た
め
に
山
水

ほ
杓
問
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で
あ
り

ま
す

下
λ
じ

r”
B
、、
hx

－E
t

h姉
，
ノ
ノ
4

的
、
五

γ
庄

4
2
：
 

，Uげ
礼
J
V

活
動
内
答

。
公
益
敦
也
M

い
（
通
仔
』

ビ

。
カ

人
仰
心
字
削
で
ぜ

こ
の
字
削
4
4
、
い
ろ
い
ろ
山
一
判

延
か
ヤ
ク
ハ
ヤ
一
寸
乙
、
お
そ
ろ

L
：

字
削
で
す
J

そ
の
p
b
I
的
対
高
山

一
っ
と
L
て
、
ト
か
に
長
山
か
仰
ろ
う
と

械
の
ト
は
、
い
つ

り
叱
ト
で
い
な
け
れ
ば

な
ら
ぺ
い
と
己
ろ
で
す
か
、・
と
き
仁
志
下
、

h

ソ
ン
』
h

リ
メ
、
い

，，
h

ス
M
TJ

いかた
ま
っ
て

い
て
M
Aを
川
ぶ
よ
，y
d
t
vわ
が
め
れ
ば

い
い
法
と
η
の
ぞ
い
て
く
た
タ
・い
目

安
た
、
出
氷
が
岨
一
川
す
る
ぺ
〆
一
日
以
低
で

す
か
心
、
引
怠
に
ふ
心
ん
し
凶
刊
収
ハ
で
き
る
よ

ウ
配
叩
す
る
乙
といか十
八
凶
で
寸

・MMJγ
制
対
策
と
L
で
、
人・
山一
芯
i
T
1

広
町
出
制
で
も
あ
け
宗
十
J

，

伴
氏
ば
・
1

ま
く
い
n

て
い
る
の
に
、
ど

う
し
て
も
M
Mが
卜
が

寸
て
く
る
と
い
－っ

と
き
ほ、

似
の
ド
に
本
山
（
川
氏
引川
）
を
お

く
と
い
う
円
も

一
刀
法
で
す

M
LA
と
い
え
ば
、
カ
ヒ
、
な
か
で
む
こ

わ
い
の
は
、
川
市
夕

、：
引
力
じ
で
す
v

ワ

7

．、の
h
ビ
に
は
、
身
体
の
以
か
で

い己っ

か
く
働
r

」
う
と
し
て
い
る
ピ
M
M

・－

ン

B
ー
を
こ
わ
ザ
む
の
が
あ
り
、
こ
う
い
う

カ
じ
が
、
け
じ
人
っ
た
の
を
し
ら
ず
に
い

る
と
、
私
た
ち
の
健
康
を
お
か
す
外
、
い

く
ら
食
事
に
気
を
つ
け
て
も
、
B

1
欠
亡

航
を
ひ
き
お
こ
す
と
い
う
わ
け
で
す
。

大
人
は
も
ち
ろ
ん
、
ハ
イ
ハ
イ
を
は
じ

め
た
い
ぶ
ち
ゃ
ん
は
と
く
に
危
険
で
す
。

も

il'nf 
、五大大
雨 7 家家
保 庄 庄 ~r.

L
U

食
肉
の
札
一ハ
問
問
1
、

ム
成
人
・
柄
の
予
防
と
対
事

〈一
環
境
耐
牛

と
民
業
の
近
代
化

行
り
農
業
に
つ

し
て
小
川f
一円

八
一迎品川
の
堤
刷

ノ

L
1

4叶

1
化

f

」
休
必
段
体
刊
の
設
定

午
前
附
聞
の
ム
円
州
化
地
域
令
般

ム
梢
神
術
保

犯
し
い
家
陛
寸
く

η

地
域
全
般

以
卜
の
外
に
、
今
後
活
動
を
桜
関
し
た
い

、，t
－．r今
パ
川

ひ

)¥_ 

有t

（
教
育
委
員
会
）

た
。

者学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
が
高
校
不

程
度
の
学
力
誌
験
が
あ
り
ま
す

O
受
験
手
続

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
九
月

十
五
日
ま
で
に
、
県
人
事
委
員
会
、
も

よ
り
の
瞥
察
署
に
申
込
ん
で
く
．
た
さ
い

O
試

験
第
一
次
試
験
は
九
月
二
十
三
日
〈
秋
分

の
日
）
県
立
富
山
中
部
高
校
で
行
な
い

ま
す
。
合
否
は
十
月
中
旬
決
定
し
ま
す

O
お
間
合
ぜ

詳
し
い
内
容
は
、
も
よ
り
の
派
出
所
、

駐
在
所
、
嘗
察
署
な
ど
に
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

と
考
え
ら
れ
る
問
題

ム
変
通
事
般

ム
母
子
衛
句

人一
家
族
計
画

〈
一
疾
病
、
検
診
等

（
俳
部
研
修
会
記
誌
か
ら
）

さ

’'F 
力

そ
こ
で
こ
の
日
慨
に
つ
い
て
、
州
人
公

と
し
て
（
文
部
活
動
、

グ
ル

ー
プ
市
助
も

判

H
町
の
過
半
を
か
人
が
卜
す
る
、

mh一

部
川
水
系
の
下
山
用
水
ぺ
跡
地
は
、
昭
和

：
・
十
九
年
度
で
、
耶
業
関

一
：、

ご
一四
円
－

ヰ
川
で
、
小
川
建
設
工
業
K
Kに
よ
り
、

こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
む

こ
れ
に
よ
っ
て
、
多
年
悩
ま
さ
れ
て
い

た
流
砂
が
な
く
な
る
と
と
も
に
、
四
、

0

0
0
ト
ン
の
遊
水
織
を
向
す
る
遊
水
池
に

よ
る
水
混
上
界
に
よ
「
て
、
冷
諮
も
軽
減

さ
れ
た
わ
け
で
す
。

な
お
四
十
年
度
以
降
は
、
下
流
用
水
も

改
修
さ
れ
る
計
画
で
あ
り
、
こ
の
総
事
業

が
完
成
す
れ
ば
、
朝
日
町
の
約
九

O
O町

歩
に
流
下
さ
れ
る
殴
大
五
万
ト
ン
の
通
水

施
設
が
完
備
さ
れ
る
。
（
建
設
課
）

あ

待望の下山用水沈砂池竣功

警

察

Tご

よ

り

（盟諸説必日）第119号

富
山
県
警
祭
官
募
集

。
受
験
資
格

年

令

十

九
オ
以
上
二
十
五
才
未
満
の

者
お
よ
び
明
得
制
校
修
業
見
込

者一
六
三
巾
以
上
（
明
春
高
校
以
下

業
見
込
者
は
一
六
一
一
明
以
上
）

お
お
む
ね
五
十
二
旬
以
上

操
限

O
、
六
以
上
（
き
ょ
う
正

一、

O
以
上
）
で
弁
色
力
あ
る

身
長

「
あ
な
た
の
若
さ
と

正
義
感
を
治
安
の
た
め
に
」

〈
入
普
嘗
察
署
〉

視体
力電：

(3) 



(4) 

町
営
プ
l
ル
開
場

昭和 40年 7月10日
月刊（毎月10日発行）

間
和
四
十
年
度
朝
日
町
営
プ
1
W
聞
き

は
、
六
月
二
十
四
日
〈
木
）
午
後
一
時
三

O
分
か
ら
行
な
わ
れ
た
。
町
長
に
よ
る
修

被
の
儀
、
競
泳
池
聞
き
の
あ
と
、
泊
小
学

校
児
童
、
泊
、
小
川
中
学
校
生
徒
に
よ
る

初
泳
ぎ
が
あ
っ
て
、
プ

i
y開
き
の
式
典

を
終
え
、
水
の
シ
ー
ズ
ン
の
蒋
あ
け
を
迎

二
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

・’

．～

沼山

ぷ
V

一一
①
開
場
時
附

lz、
二

節
目
午
前
九
時
か
ら
午
後
六

｜

－
 

3

，J
時
ま
で

制
均

一’

※
但
し
、
児
童
生
徒
学
生
は

：；
γ

午
後
五
時
ま
で

筒

一一①
入
場
料

－
Z

大

人

二
十
円

当
叶
v

学

生

々

徒

十

五

円

〉

、

児

盟

十

円

6
一
※
川
尚
子
生
は
必
ず
学
生
手
帳
を

bhr…

控
訴
し
て
く
だ
さ
い
。
学

・4
．

ル
山
手
帳
を
提
示
さ
れ
な
い

よ
v

一

場
合
は
大
人
の
料
金
を
い

l

ご

た
．
た
き
ま
す
c

‘
 
．．．．

．
 

f
u曹
亡

例
六
才
未
満
の
幼
児
の
入
場

，、

一一

の
場
合
は
、
保
護
者
〈
大

l
－
 

C

「－

人
）
の
付
添
い
の
な
い
も

、、

，

の
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

f
w
一

こ
の
場
合
、
幼
児
は
無
料

で
、
付
添
者
の
料
金
を
い

た
に
き
ま
す
。

川
口
団
体
割
引
は
二
十
名
以
上
で
、
使
用

一
週
間
前
ま
で
に
教
育
委
員
会
に
申

し
山
、
許
可
の
め
っ
た
も
の

大

人

十

五

円

学

生

々

徒

十

円

児

童

五

円

①
プ
l

N
揃
除
問

掃
除
日
に
あ
た
る
日
は
入
場
で
き
ま
せ

ひさあ（貯善説易会号）第119号

ん。七
月
五
日

t
七
日
十
五
日
J
十
七
日

二
十
六
日
J
二
十
八
日

八
月
五
日

t
七
日
十
六
日
J
十
八
日

二
十
六
日
J
二
十
八
日

九
月
六
日
J
九
日

〈
教
育
要
員
会
）

文
化
の
華
古
寺
ニ
つ

わ
せ
の
番
や
分
け
入
る
右
は
有
磯
海

俳
聖
芭
蕉
が
、
越
後
路
か
ら
越
中
入
り
を

し
、
下
積
尾
に
近
い
笹
川
ベ
り
元
屋
敷
辺

で
読
ん
ど
句
で
あ
る
。

横
尾
は
有
臨
海
を
間
近
く
前
に
見
て
、

山
沿
い
に
小
高
く
、
長
く
連
な
る
部
落
で

眺
望
も
極
め
て
よ
く
、
部
会
の
周
辺
で
あ

れ
ば
捨
て
が
た
い
別
荘
地
で
あ
ろ
う
。

門
時
宮
崎
城
ゃ
、
南
部
の
胤
等
群
雌
訓

拠
の
時
代
に
、
戦
略
的
袋
地
で
も
あ
り
、

ま
た
越
後
越
山
申
告
往
来
す
る
、
あ
ら
ゆ
る

旅
人
の
通
行
路
で
も
あ
っ
て
、

人
心
め
表

情
も
復
雑
で
あ
っ
た
。
特
に
、
相
次
ぐ
戦

乱
に
お
の
の
く
土
民
は
、

心
の
安
ら
ぎ
を

宗
教
に
求
め
、
業
楽
浄
土
を
願
う
気
運
に

乗
じ
て
、

各
宗
各
派
が
蹟
っ
て
自
派
の
普

及
に
大
わ
ら
わ
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
宗
教

的
に
幾
多
の
話
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

極
重
悪
人
唯
称
仏
我
亦
在
彼
損
取
中

煩
悩
陣
眼
難
不
見
大
悲
元
倦
常
照
我

本
願
寺
の
親
鴛
が
承
元
元
年
〈
七
六

O
年

前
〉
の
春
、
越
後
国
府
へ
流
さ
れ
た
時
、

送
り
来
っ
た
弟
子
た
ち
ゃ
、
景
仰
の
念
仏

行
者
に
教
文
を
説
き
た
ま
い
、
参
集
の
老

若
男
女
国
随
喜
の
涙
に
く
れ
、
別
れ
を
惜

し
ん
だ
と
い
う
。
と
の
と
き
、
聖
人
が
、

長
途
の
疲
れ
に
、
腰
を
崩
け
ら
れ
た
石
と

伝
わ
る
親
情
型
人
腰
僚
の
石
が
あ
る
。

後
天
正
の
頃
、
僧
願
宗
は
、

当
時
の
遺

徳
を
偲
ぴ
、
横
尾
字
越
の
坂
に
一
字
を
創

立
し
て
、
長
願
寺
の
寺
号
を
賜
わ
っ
た
真

宗
東
派
で
あ
る
。
天
保
年
中
現
地
字
大
角

へ
移
転
し
た
も
の
で
、
親
鷲
に
緩
り
の
探

八
坂
神
社
の
お
祭
と
は
悪
疫
（
わ
る
い
や
ま
い
）
の
琉
行

を
防
ご
う
と
神
に
祈
っ
た
わ
た
し
た
ち
制
先
の
気
持
が
、

乙
の
祇
幽
祭
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

六
月
三
十
日
乙
れ
は
一
年
の
う
ち
の
上
半
期
の
瓜
以
後
の

日
で
あ
る
。
也
か
ら
わ
た
し
た
ち
は
、
意
識
す
る
と
、
し

な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
い
ろ
い
ろ
の
罪
悪
ゃ
、
け
が
れ
を

身
や
心
に
持
っ
た
り
、
ふ
れ
た
り
す
る
も
の
で
、
こ
れ
ら

の
捧
げ
が
れ
（
悪
授
も
そ
の
中
に
は
い
る
）
を
被
い
清
め

て
、
身
も
心
も
、
す
が
す
が
し
く
、
下
半
期
を
明
る
く
、

正
し
く
、
生
活
し
て
ゆ
こ
う
と
念
願
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
、
わ
た
し
た
ち
の
日
本
人
の
、
涜
い
祖
先
た
ち
か

ら
受
け
つ
が
れ
て
き
た
、
尊
い
信
仰
の
沼
産
な
の
で
あ
る

こ
れ
が
六
月
（
み
な
づ
き
〉
っ
と
も
り
の
大
陸
式
と
し
て

全
閣
の
神
社
に
お
い
て
、
執
り
お
ζ

な
わ
れ
て
き
た
も
の

な
の
で
あ
る
。
泊
の
鬼
速
祭
は
、
そ
の
意
味
す
る
と
乙
ろ

は
、
地
打
ち
、
罪
悪
、
け
が
れ
、
（
節
分
の
豆
ま
き
で
、

山
泌
を
追
い
は
ら
う
の
も
又
同
じ
）
を
速
く
へ
追
い
は
ろ
う

お
祭
な
の
で
あ
る
。
時
は
丁
度
、
回
の
植
付
か
ら
、
田
草

と
り
も
一
段
落
し
て
、
近
在
の
農
家
も
一
息
入
れ
る
の
と

あ
わ
せ
て
、
慰
安
の
日
で
も
あ
り
、
そ
し
て
、
再
び
元
気

で
し
か
も
、
身
も
心
も
明
る
く
、
正
し
く
、
明
臼
か
ら
の

仕
事
に
摘
を
出
す
出
発
点
と
も
な
る
の
で
あ
る
。

（
編
集
委
員
長
）

~ j白
ll (/) 

きス
おi
・； んi
i祭i

仙
の

「ぎ
お
む
は
ん
」
で
、
古
く
か
ら
、

街
地
引
に
は

な
じ
み
傑
い
お
祭
は
、
．
3
度
、
入
備
と
い
し
ょ
に
な
る
の

で
、
そ
の
天
気
が
、
気
づ
か
わ
れ
る
ほ
ど
に
、
そ
の
お
然

の
に
ぎ
わ
い
と
し
て
の
見
世
物
や
、
露
店
が
、
近
郷
庄
内

の
人
た
ち
を
、
泊
へ
泊
へ
と
引
き
つ
け
る
。

泊
の
八
幡
宮
で
は
、
六
月
三
十
日
の
夜
は
、

六
月
（
み

な
づ
き
）
の
耐
（
っ
と
も
り
）
の
大
僚
の
式
が
、
宵
宮
鉱
山

（
よ
い
み
や
ま
つ
り
）
と
共
に
執
り
お
こ
な
わ
れ
る
。
そ

し
て
あ
く
る
七
月

一
目
、
例
大
僚
が
執
行
さ
れ
る
。
と
こ

ろ
が
、
こ
う
し
た
お
僚
が
、
お
宮
で
あ
げ
ら
れ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
町
で
は
、
見
世
物
や
、
儲
．
大
商
を
の
ぞ

く
人
た
ち
で
、
ご
っ
た
が
え
し
て
い
る
。

さ
て
、
こ
の
ぎ
お
ん
ま
つ
り
は
、

一．鬼
遠
祭
」
と
、
当

か
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、

あ
わ
有
名
な
、

京
都
の
ぎ
お

ん
祭
は
低
園
祭
（
ぎ
お
ん
ま
つ
り
）
と
か
く
の
が
普
通
で

あ
る
。
こ
れ
は
京
都
の
抵
園
町
に
鎮
座
す
る
八
坂
神
社
の

お
祭
の
ζ

と
で
あ
る
c

乙
の
低
園
祭
が
、

伯
で
は
鬼
遼
然

と
謹
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
怒
の
意
味
か
ら
す
る
と
、
喝

を
得
て
い
る
と
い
え
る
。

い
寺
と
云
え
よ
う
。

と
こ
に
は
親
鴛
の
筆
と
称
す
る
、

六
字

の
名
号
が
あ
る
。
余
不
肖
に
し
て、

範
宴

の
真
筆
に
接
せ
ず
、
確
証
は
つ
け
が
た
い

が
、
寺
宝
と
し
て
大
切
な
も
の
で
あ
る
。

常
光
寺
は
元
真
言
宗
で
、
本
部
廉
能
村

に
あ

っ
た
。
応
仁
の
頃
、
兵
火
に
躍
り
、

住
職
松
厳
は
、
大
聖
寺
に
移
る
文
明
年
間

真
宗
に
帰
依
し
、
今
の
朝
日
町
殿
町
に
精

舎
を
造
っ
た
。
し
か
る
に
小
川
汎
濫
の
際

流
失
し
、
更
に
泊
町
に
建
築
し
た
が
、

字
削
昨
年
中
水
災
の
た
め
、
泊
町
と
共
に
、

現
地
金
皆
に
遭

っ
た
の
が
、
現
任
の
寺
で

あ
る
。
従
っ
て
建
物
も
古
く
、
特
に
御
堂

は
本
願
寺
の
そ
れ
に
似
て
、
屋
根
の
形
も

豪
装
で
、
か
つ
健
雅
な
気
u
聞
を
感
じ
さ
せ

る。
こ
と
に
は
東
本
願
寺
の
開
祖
、
教
知
上

人
の
筆
に
な
る
一
巻
が
あ
る
。
教
如
は
、

地
方
禾
寺
へ
送
っ
た
毛
紙
で
、
江
戸
初
期

腿
民
の
背
、
教
如
の
宗
教
観
を
笹
き
添
え

た
。
文
巻
と
し
て
尊
い
寺
宝
と
さ
れ
て
い

る
ο境
内
に
あ
る
、
明
番
寺
の
阿
陀
陀
如
来

は
、
盗
勢
よ
く
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
も
襲

っ
た
立
派
な
作
で
、
玉
眼
が
入
れ
て
あ
る

玉
眼
は
鎌
倉
時
代
に
始
ま
り
、
江
戸
期
に

続
い
て
い
る
。
一
説
に
は
、
鎌
倉
時
代
の

巨
匠
、
運
慶
の
作
と
伝
え
て
い
る
が
、
作

風
か
ら
み
て
、
江
戸
初
期
、

も
し
く
は
、

そ
れ
以
前
の
作
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る

地
方
で
も
珍
し
い
後
れ
た
仏
像
で
あ
る
。

泊
町
及
び
そ
の
近
在
の
諸
家
に
は
、
室

町
か
ら
江
戸
時
代
に
か
げ
、
立
派
な
文
化

財
が
あ
る
よ
う
に
．
も
れ
聞
い
て
い
る
。

い
ず
れ
委
員
会
の
調
査
進
行
に
つ
れ
、
町

民
各
位
の
理
解
の
も
と
、
町
文
化
財
保
擁

の
た
め
協
力
願
い
た
い
次
第
で
あ
る
。

四

月

の

日

記

よ

り

柳

南

苧



川
に
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
運
動
展
開

六
月

t
八

月

泊

校

下

青

年

団

間利 40年 7月10 1:1 
月 1~1 C毎月10日発行）

朝
日
町
連
合
判
年
間
で
は
、

一．一十
九
年

度
か
ら
、
環
境
美
佑
迎
動
を
重
点
目
棋
に

一i
l
l
－
と
り
あ
げ
、
地
道
な
が
ら
務
社

一－nJ一
括

肋
絡
を
通
じ
て
、
そ
の
停
誠

一

一

に

句
点
し
て
い
ま
す
が
、
約
校

一
F
O
一
下
川
作
川
で
は
、
ぃ
ハ
、
七
、
八

一
ご

一

M
P一
カ
月
間
を
、
出
境
美
化

一
．7
一
迎
動
月
間
と
定
め
、

、
川
に
つ

一
青

一
＝
来
て
な
い
運
動
」
を
展
開

一

一

し
て
い
ま
す
c

一
連

一

川
は
て
約
で
は
あ
り
ま
せ

「

」

ん

、

夜
コ
γ
ソ
り
と
川
へ

－コ
ミ

を
抗
て
た
円
、
州
制
，
か
拾
て
る
の
が
い
や
な

た
め
に
、
千
ど
も
に
前
て
さ
せ
る
よ
う
な

ζ

と
で
は
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
、
明
る

い
町
寸
く
り
は
決
別
し
ま
せ
ん
ι

ゴ
ミ
が
た
ま
っ
て
も
、
川
収
同
数
が
少

な
い
た
め
、
ど
こ
か
へ
枕
で
な
け
れ
ば
、

ど
う
に
も
な
ら
な
い、

と
い
う
い
内
も
多
く

き
か
れ
ま
す
c

青
年
間
で
は
、

ひさ

現
紅
ま
で
に
、

が
ス
タ

あ（貯蓄~~~.~日）沖119号(5) 

l
r
u
枚
を
符
町
内
に
は
り
、
さ
ら
に
、

「

乙
の
家
は
川
に
ゴ
ミ
を
折
て
ま
せ
ん
」
と

説
い
た
ス
テ
ッ
カ
ー
を
、
各
家
庭
の
玄
関

け
に
自
主
的
に
は

勺
て
も
ら
っ
て
い
ま
す

ま
た
、
月
二
川
広
報
引
を
出
し
て
、
川

に
プ
ミ
を
的
て
な
い
よ
う
、
訴
え
て
い
ま

す
cへ・
佐
、
山
年
川
℃
は
、
中h
に
プ
J
J生
約

て
な
い
よ
号
、
叫
び
か
け
る
と
と
も
に
、

二
ミ
川
収
の

μ全
脳
策
号
重
点
打
開
に
辺

訟
を
進
め
る
id雌
で
す
。

山
分
た
ち
の
邸
境
は
、
’
U
分
た
ち
の
子

で・
匙
し
く
し
ま
し
ょ
う
じ

女
子
青
年
の
菓
い
を
開
催
し
て

川刊日
町
迎
合
青
年
附
主
慌
の
、
加

一一
川

タ
子
山
作
の
山
い
い
か
、．
九
月
：
一卜
目
、

山川

写

真
左
上
・
・
・
町
を
玄
わ
る
広
報
車

左
・・・・・
・料
理
を
楽
し
む
女
子
膏
年

中
4
r
絞
に
お
い
て
、
約
四
十
名
の
矢
子
H

昨

年
が
参
加
し
て
行
な
わ
れ
た
。

近
年
、
青
年
凶
活
動
の
停
滞
と
い
う
ζ

と
が
よ
く
一ぷ
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
大
き
な

阪
闘
の
ひ
と
つ
に
、

K
F活
動
の
低
述
が

あ
げ
内
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
女
子
活
動
を
強
化
す
る
た
め

に
は
、
ぷ
子
活
動
家
の
盤
成
が
急
務
で
あ

る
と
の
制
点
か
ら
、
ぷ

f
何
年
が
．

q
に

%
い
、
午
前
を
語
り
合
う
中
か
ら
、
仲
削

．1
く
り
を
伴

U
L
ょ
う
と
、
こ
の
出
い
を

A
M
た
も
れ
で
あ
る
色

丹
り
も
新
し
い
新
校
合
で
、
γ

1
ム、

れ
聞
を
後
し
み
、

－
払
た
ち
は
ど
の
よ
う

な
タ
性
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
・
二
て

ρ
山
・か
・り、

7

川
打
性
に
明
む
ζ

と
」
、
に

つ
い
て
ぷ
l
A
n
い
、
ぶ
叫
ん
ベ
な
、
真
剣
な

ふ
見
が
し
父
わ
さ
れ
、
合
意
義
な
策
し
い

一

日
を
過
C
し
た
。

内
自
に
、
も
う
．
か
明
っ
こ
み
か
起
り

η
い
き
ら
い
も
あ

っ
た
が
、
今
後
も
こ
の

よ
う
な
出
い
を
も
ち
、
深
め
る
中
か
ら
、

よ
り
よ
い
生
－
柄
、
女
子
背
年
前
動
を
確
立

し
た
い
も
の
で
あ
る
c

（
S
－

A
Mル
）

ー
交
｜
通
l
安
i
全
｜

七
月

一
日
か
ら
は

歩
行
者
、
自
転
車
集
り
の
取
締
り
が

強
化
さ
れ
ま
す
。

日以近－
H
品
川
山
中
と
以
’
H
和
、
ま
た
れ
動
げ

と
日
転
中
来
り
の
交
通
引
般
が

U
河川－っ
て

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
的
は

自
動
車
側
の
誤
っ
た
運
転
よ
り
も
、
少
行

者
な
り
自
転
記
・
乗
り
の
開
通

っ
た
歩
き
方

自
転
車
の
乗
り
万
が
事
故
の
主
な
原
因
に

な
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
は
、
歩
行
者
、

自
転
者
乗
り
の
遭
反
に
つ
い
て
は
、
単
に

現
場
指
将
に
と
ど
め
て
お
り
ま
し
た
が
、

山

海

と

わ
が
町
に
、
天
が
忠
ぐ
ん
だ
山
と
帰

朝
日
院
と
宮
崎
浜
は
い
よ
い
よ
わ
が
位

の
裂
を
迎
え
て
、
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

寸
｜
｜
一

一
例
円
同
・｝

は
去
る
六
月

一
光

一
一
下
h

ハ
弘
加
者
八
十
一

名

一

？
一

で
山
開
き
の
初
登
山
を
し
た

一
創
民

一

が、

本
年
は
吋
棋
が
多
く
、

一
〉

一
中
部
山
陪
随

一
の
’
日
慌
の
花

一
〈

一
も
、
長
く
策
し
め
ま
し
ょ
う

一
月

一

北

X
Z
Cケ
原
ま
で

一

一
の
急
坂
も
、
じ
月
上
旬
か
ら

一
フ

一
補
修
正
が
に
か
か
り
、
な
り

－I
ll
－
は

「
鼻
乙
す

η
収
」
、
下

η

は
一
．U
K
が
ケ
グ
ゲ
タ
笑
い
出
す
似
し
も

サ
ヨ
ナ
一ブ
に
’し
た
い
ご

「
白
崎
浜
し
の
浜
開
き
は
、
i

ぃ聞
の

升
の
七
月
二
L
1
・
一
川
（
木
）
に

一。ス
イ
カ
訓

η
」
一

1・さ
が
し

－

い
っ
こ
う
に
き
き
め
が
な
い
の
で
、
七
月

一
日
か
ら
は
、
取
り
締
り
を
強
化
す
る
と

共
に
、
遊
反
者
に
は
処
刑
を
も
っ
て
の
ぞ

む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
か
ら
、
択
の
こ
と

が
ら
を
よ
く
守
り
、
違
反
し
な
い
よ
う
ご

注
意
願
い
ま
す
。

正
し
い
歩
き
方

1
道
路
は

一．右
は
し
」
を
通
る
乙
と
C

2
斜
め
に
泊
路
は
、
航
断
し
な
い
こ
と
・

3
納
断
渉
過

ω近
く
で
は
、

摘
断
渉
道
を
わ
た
る
こ
と
U

4
取
の
杭
前
、
ま
た
は

市
肥
後
で
横
断
し
な
い
こ
と
。

5
簡
に
酔
っ
て
道
路
を

ふ
ら
つ
か
な
い
こ
と
0

6
道
路
に
お
い
て
、
ポ

l
w遊
び

な
ど
を
し
な
い
こ
と
。

正
し
い
自
転
車
の
操
り
方

1
凶
に
酔
っ
て
自
転
車
に

－
出
め
ぐ
り
遊
覧
一
等
、
多
採
な
行

事
で
に
ぎ
や
か
に
行
な
わ
れ
る
が
、
炎

天
下
の
海
も
、
下
回
升
を
よ
そ
の
登
山
も

明
日
の
活
力
紫
と
し
て
、
大
い
に
体
を

鍛
え
、
忠
ま
れ
た
制
口
町
の
自
然
を
感

剥
し
た
い
。

（
観
沌
係
）

来
ら
な
い
こ
と
。

2
佼
聞
旅
灯
火
で

自
転
車
に
乗
ら
な
い
こ
と
。

3
自
転
車
は
、
道
路
の

「
た
は
し
」
を
通
る
乙
と
。

4
れ
転
車
は
二
人
乗
り
し
な
い
ζ

と
0

5
自
転
車
は
傘
を
さ
し
て

乗
ら
な
い
こ
と
。

7
ベ
ル
や
プ
レ
l
k
f
の
さ
か
な
い

’H
転
取
に
乗
ら
な
い
こ
と
。

8
小
さ
い
泊
か
ら
大
き
な
道
へ
出
る
と

き
は
、
一
度
比
っ
て
、
安
全
を
確
か

め
て
か
ら
出
る
こ
と
。

9
一
時
止
ま
れ
の
場
所
で
は
、
必
ず
ザ

度
止
っ
て
か
ら
出
る
こ
と。

川
右
折
、
左
折
は
手
合
図
を
し
て
通
る

乙
と
。

（
入
著
書
察
署
よ
り
〉

の
f

－OR
U
4
1

・
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島
日
以
米
の
．
K
朕
は
、
県
川
市
気
象
型
で
あ

る
と
し
て
、
明
日
町
で
は
、
六
月
二
十

一

日
に
朝
日
町
闘
機
仲
林
業
異
常
対
策
本
部
が
ぷ

歯
さ
れ
、
挙
町
一
致
防
除
体
制
を
と
り
ま

し
ヒ
。
凶，

本
年
の
気
象
概
宛

i
中
年
は
太
陽
活
動
の出聞
か
な
年
の
般
に

凶
作
型
の
年
と
J
A

－－
れ
、
天
明
以
米
の
同
期

説
が
と
な
え
ら
れ
て
い
ま
す
ο
本
県
に
お

い
て
も
阿
川
の
低
制
で
『
川
口
ト
一
一
刊
の

降
雪
）
、
川

mが
一
週
間制
限
お
く
れ
、
凶
民
治

以
象
一
ト
に
稲
作
り
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

ド
以
象
山
口
で
は
、
っ
ゅ
の
あ
が

η
が
遅
く

七
月
、
パ
刀
は
低
縮
努
問
、
多
耐
を
予
報

し
、
前
途
ま
た
、
た
だ
な
ら
ぬ
試
配
で
あ

り
ま
す
の

こ
の
よ
う
な
年
で
あ
り
ま
す
の
で
、
次

の
点
に

m－
診
し
て
、
稲
作
の
安
定
増
収
に

努
力
し
て
く
ど
ざ
い
口
前
部
数
は
日
照
に
よ

り
減
少
は
し
ま
せ
ん
の
で
、
組
数
の
健
保

は
心
配
な
い
の
で
す
が
、
か
え
っ
て
多
く

な
る
と
叫
が
あ
る
よ
う
で
す
。

．
Mm
の
え
い
化
数
は
、
山
弛
か
ら
卜
・ハ

u山
の
減
数
分
裂
則
の
彬
鵬
首
が
大
き
い
“

乙
れ
は
炭
水
化
物
の
移
行
が
附
書
さ
れ
る

た
め
で
す
。

山
門
リ
一
刻
化
少
合
は
、
川
砧
間
後
十
同
日
を
中
ふ

と
し
て
低
下
し
て
い
ま
す
が
、
乙
れ
は
制

乳
の
肥
－
X
が
ほ
も
お
う
時
な
附
則
に
州
ち

し
て
い
る
た
め
で
す
。

ー
エ
米
「
枯
れ
丑
は
出
陣
十
五
日
前
頃
と
山

総
後
十
冗
日
前
後
の
影
締
が
大
き
い
J

ナ

q

ひさあ（民諸説易会日）第119号

心、
わ
ち
前
者
は
内
外
え
い
の
大
き
さ
に

影

加
盟
ル
眼
似
の
お
く
れ
を
伴
な
う
の
で
あ

暫
し
、
後
者
は
脳
乳
の
肥
大
に
影
響
す
る
る
生
育
遅
延
し
た
場
合
に
は
、
窒
棄
の
ほ

た
め
で
す
。

－－

か

燐

酸
、
加
盟
の
含
有
率
も
高
い
の
が
普

日
照
と
光
合
成

通
で
あ
る
。

水
稲
の
光
合
成
は
、
日
射
量
と
正
比
例
ま
た
高
間
で
力
照
の
場
合
は
、
窒
由来の

す
る
が
、
あ
る
日
射
量
以
上
に
な
る
と
、
岐
収
に
対
し
て
光
合
成
が
よ
わ
ま
る
の
で

先
合
成
は
増
加
し
な
い
。

4
0、
0
0
0
相
対
的
に
窒
素
の
過
剰
と
な
り
、
水
稲
は

t
六

O
、

0
0
6
W
7
ク
ス
と
い
わ
れ
て
軟
弱
注
目
段
と
な
り
、
病
虫
宮
に
対
す
る
抵

い
る
。
乙
の
先
度
は
、
皮
の
附
．
大
日
中
の
抗
牲
が
弱
ま
る
。

花
の
わ
ず
か
六
五
%
沌
院
に
相
判
し
、

ま

は

l
以
象
の
思
い
こ
と
に
つ
い
て
理
論

た
朝
七
時
半
位
（
あ
る
い
は
午
後
五
時
）
附
に
な
っ
た
が
、
記
述
し
て
み
た
わ
け
で

ご
ろ
の
光
度
で
自
分
の
膨
が
ほ
ぼ
刷
版
に
す
本
作
れ
同
制
作
も
、
仕
上
げ
の
月
に
入
り

認
め
ら
れ
る
程
度
の
弱
い
光
で
あ
る
。

ま
し
と
の
で
、
川
則
り
を
し
て
、州
虫
宮
の

日
照
、
温
度
と
聾
分
扱
牧

口
ト
別
発
見
と
防
除
に
場
め
て
く
だ
さ
い
。

低
温
、
寡
照
の
条
件
は
、
い
ず
れ
も
い
品
鵡
稲
熱
情
の
防
除

度
に
光
合
成
を
遅
ら
せ
、
各
民
党
分
と
む
v

m

A

2
vzb
u
一
部
を
除
き
、
空
巾
防
除
は
七

収
総
量
は
少
な
く
な
る
ぷ
そ
l
て
科
長
ド
ザ
リ
．
1
べ
H
か
ら
八
月
四
日
ま
で
に
、
早

と
も
後
則
ま
で
必
拠
収
に
椛
川
さ
れ
る

生
の

U
Mイ
毛
ナ
病
に
中
生
の
ホ
首
を
対

・
般
に
常
素
地
収
の
お
・
＼
れ
は
、
間
柄
、
川
本
に
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
六
月
二
十
六
日

一

出
ウ
ツ
ふ
芯
、
ピ
v

h

リ
J

．・
m
g
J
kl

L
、
つ
ど
い
と
き
は
ほ
識
不
明
と
な
り

一
熊
取
水
で
、
．

u
n

い
勺
・＼
ご
ろ
し

化
L
ず
れ
ζ

と
も
あ
り
ま
す
。

一
一

ね
ず
み
ご
ろ
し
＼
と
も
ぶ
わ
れ
、

山い

弘
た
ち
小
川
近
に
あ
る
、
こ
の
恐
ろ

一

・l
」

野
に
什
作
し
、
平
地
ぐ
は
川
し
い
刷
物
の
引
凶
明
か
ら

f
ど
も
た
ち
を

一

」

一

凶
や
挺
肋
な
ど
で
多
く
足
ら
・
．J
る
た
め
、
父
比
の
じ
り
は
子
ど
も
た
ち

一

メ
／
一

－

一

ル
一

t

h

e－

m
で
は
パ
リ
川
と

一」一川底
す
ふ
と
と
も
に
、
附
近
の
川
以

一
意

一

境
川
に
多
く
見
り
れ
ま
す
9

の
み
ツ
ツ

ム
刈
取
り
、
自
に
努
め

一
、
王
一

M
作
へ
7

ご
ろ
に
な
る
と
、

て

く

に

さ

い

ぺ

民

生
誕
）

－
 

．．
 

，
L

・－

一
’
』
一

品
い
小
約
一
の
だ
が
た
く
さ
ん

一
什
寸
一

っ
き
、
以

一

Z

Y山
を

μ
l

ツ

一

ぷ
舟
す
る

一
向
J

一

と
、
幼
山

一
定
母
一

は
一一
J

↑

一
一
一

位
刊
で
般
向

一
r
E
L

は
き
U
J
M

、

一
手
足
の
し
び
れ
な
ど

一
の
中
日時一好
状
を
お
こ

頃
か
ら
、
朝
日
町
一
円
に
葉
イ
モ
チ
病
が

発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、
早
生
種
の
．
出
穂

前
の
防
除
、
調
揃
期
の
防
除
計
画
を
た
て

長
薬
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

新
し
い
農
薬
と
し
て
カ
ス
ガ
マ
イ
シ
ン

が
出
て
お
り
ま
す
。
抗
生
物
質
で
す
か
ら

試
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

紋
枯
摘
の
防
除

泊
、
五
ケ
庄
の
平
拙
地
で
、
ア
ラ
セ
（

制
晩
の
風
〉
の
な
い
地
硝
で
被
害
し
ま
し

た
の
で
、
乙
の
地
帯
は
イ
モ
チ
病
と
同
時

防
除
剤
が
出
て
お
り
ま
す
。

例
え
ば
、
タ
フ
セ
ッ
ト
、

モ
ン
メ
ラ
ン

剤
を
．
K
当
閥
均
位
施
し
て
く
だ
さ
い
。
こ

の
農
薬
は
原
則
と
し
て
出
穂
前
ま
で
の
徹

布
で
、
そ
れ
以
降
の
撒
布
は
、
普
及
員
や

蛍
農
指
揮
員
と
相
談
L
て
く
だ
さ
い
。

黒
樽
愈
ゃ
う
ん
か
の
発
生

山
中
川
橋
象
の
常
発
地
は
、
必
ず
共
同
の
力

で
防
除
し
て
く
だ
さ
い
。
う
ん
か
類
の
発

生
被
害
も
心
配
に
な
り
ま
す
の
で
、
早
期

発
見
に
努
め
防
除
し
て
く
．
た
さ
い
。

（
制
円
股
業
改
良
川
け
泣
a

品川）

農
薬
空
中
撒
布
の
お
知
ら
せ

明
川
町
で
は
、
今
年
も
、
じ
け
ニ
ト
パ

け
か
ら
八
月
四
日
ま
で
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
よ
る
農
業
空
巾
撒
の
を
実
施
し
ま
す
。

伎
町
農
薬
は
、
般
的
剤
の
泌
物
で
、
パ

ソ
’r
オ
ン
の
よ
う
な
強
h
M
な
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
J

仏
陀
附
に
版
印
す
る
た
め

入
品
開
へ
の
影
響
、
人
家
等
の
川
染
も
あ
る

訟
度
符
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
位
険
山
山
H
．に

ご
協
力
く
．た
さ
い
。

開

ω
H川村は
、
決
定
次
第
h
・斜
線
送
小
一

一
也
じ
て
お
知

り
せ
し
ま
す
。

地山川
υι
げ
閉
ま
い
ど
判
明
e
寺
：
．
ト
ナ
ド
ラ
・
ト

b
J
l
d
t
H
H引
ド
『

l
t
u
J
i
l
t
u’
日

H

r

J
Jλ

I

J

前
九
時
－
－－
ト
分
ご
ろ
ま
で
で
す
c

〈例
日
町
成
部
前
向
上
巾
撒
山
実
施
協
議
会）

n
f
－nKu
n

－』

農
家
台
帳
の
作
成
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
振
興
計
画
の

樹
立
お
よ
び
実
施
の
推
進
、
そ
の
他
の
所

獲
に
属
す
る
事
務
を
適
確
、
か
っ
、
迅
速

に
処
理
す
る
た
め
へ
間
和
三
十
四
年
度
お

よ
び
昭
和
三
十
五
年
度
に
お
い
て
、
農
家

台
帳
を
作
成
し
、
そ
の
後
、
毎
年
度
、
内

容
の
異
動
事
閣
に
つ
き
、
補
正
を
行
な
っ

て
き
ま
し
た
が
、

当
初
の
作
成
当
時
か
ら

股
業
お
よ
び
殿
村
の
附
努
が
大
き
く
変
化

し
て
き
で
い
ま
す
の
で
、
乙
れ
に
対
応
し

て
、
本
年
度
に
新
た
に
再
作
成
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

乙
の
農
家
台
磁
の
．
詩
作
成
は
、
調
査
員

に
よ
る
、
農
家
ご
と
の
聴
取
調
資
に
よ
る

も
の
で
、
農
業
委
員
会
よ
り
、
部
落
尚
早
位

に
調
査
員
を
委
嘱
申
し
上
げ
て
、
采
る
八

月

一
日
を
期
し
て
実
施
し
ま
ず
か
ら
、
農

家
と
関
係
各
位
の
積
極
的
な
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

（
明
日
町
食
業
委
員
会）

オヒ

電

か

ら

夏
期
サ
ー
ビ
ス
旬
聞
の
実
鎗

七
月
＋
二
日

t
二
十
一
日

品
陸
電
力
で
は
、

日
頃
の
ご
愛
顧
に
お

こ
た
え
し

τ、
今
年
も
サ
ー
ビ
ス
旬
聞
を

ぷ
け
、
次
の
よ
う
な
ザ
l
ピ
ス
行
事
を
民

附
し
て
、
業
し
い
山
本
峰
、
明
る
い
町
、
よ

い
社
会
づ
く
り
に
ど
凶
力
い
た
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

1

．父
通
安
全
灯

（防
犯
灯
）
を
市
町
村

に
問
H
U

．
小
点
外
灯
の
雌
刷
銅
山
無
電
球
の
照
料

取
椅
ハ
旬
問
中
実
施
〉

記
述
繁
雑
な
交
ぷ
点
の
必
通
信
サ
灯

の
絹
同
州

そ
の
他
布
川
家
サ
ー
ビ
ス
訪
問
な
ど

（
北
陸
一電
力
的
営
業
所
）

明

日

町

役

場

向

遮

印

刷

－＼
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